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高知大学IoP共創センター 1年間の主な研究成果

IoP共創センターで開発した
生理生態AIエンジンを
高知県のIoPクラウド（SAWACHI）
に実装し、
高知県内の施設園芸農家群に対して、
作物群落の光合成速度、蒸散速度等の
「見える化」を実現しました（世界初）。

群落光合成の見える化に関する論文が、
関連分野のトップジャーナルに掲載され、
Most downloaded paperに選ばれました。



作物群落内の受光量と光合成の空間分布の見える化を実現
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農家が撮影するスマホ画像のみで、受光量、光合成、受光有効葉面積
の作物群落内の鉛直分布を推定可能

スマホ画像のみ！！
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光透過則
表面輝度

整枝、誘引、摘葉の
最適化に活用可能！

2



北海道のヴィンヤードのツヴァイゲルト種（赤ワイン用） 群落内空間分布にも適用
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IoP 作物生理生態 Hybrid AI Model の進化
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作物群落の生理生態、
栄養成長・生殖成長、
収穫関連情報

環境データ群
光、気温、湿度、
CO2、気流、土壌
環境等

作物画像データ群

入力層 出力層

AI 画像認識

説明性の高い作物の
生理生態情報と履歴
情報

理論的モデル群
自然の摂理

合理的に説明性の高
い少量の学習情報で
効果的な学習が可能

取得容易な入力データ群を
説明性の高い情報群に変換

Hybrid AI
モデル群

過去データ群
環境、生理生態、
収穫、出荷量等

RGB画像、熱画像、
スペクトル画像等

履歴情報群

例：個葉の光合成・
蒸散速度・葉温、葉
面積指数、呼吸速度、
糖収支、積算有効温
度、ストレス履歴、
成長・収量履歴、
出荷量トレンド 等

例：群落の光合成速
度・蒸散速度・イオ
ン吸収速度・葉温、
葉伸長速度、開花数、
着果数、果実肥大速
度、着果負担、収量、
糖度、高付加価値化
等

（１）営農現場での取得が容易な入力データのみで運用可能（高い普及性）
（２）少量の学習で高い再現性と普遍性を実現（高い学習効率）
（３）継続的に学習を重ねるごとに進化する（伸びしろがあるモデル）
（４）履歴情報を導入することで他地域等への適用が容易（容易なカスタマイズ）

必然性

（選定が最重要）

柔軟性

AI

合理的な因果関係
農家の理解と創意工夫

作物の生理生態に由来する「必然性」とAI技術の「柔軟性」を融合



• Hybrid AIモデルを用いて出荷量を予測
• 同じ学習モデルで複数の農家の出荷量を予測
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環境情報
作物画像

出荷量のトレンド
着果数の動きを反映

農家A 農家C

数週間分の
積算光合成量

直前の出荷量

出荷量の変化

直近の出荷量
予測

実測値

推
定
値

AI
群落光合成の
Hybrid AI モデル

出荷量のHybrid AI モデル
Hybrid AIモデル

農家B

SAWACHIの
出荷情報と
群落光合成情報か
ら、1週間後の出
荷量を予測可能

ナス

JA 
集出荷場

農家
ハウス
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出荷量予測 のための Hybrid AI モデルを構築
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葉面対流センサの開発と製品化（世界初）

葉面対流センサ：葉と空気との熱や物質の移動のしやすさを測定するセンサ



IoP×農家×農業研究会×AIエンジンが駆動する情報と進化の輪

IoP農業研究会
（作物WG）

環境管理 作物管理
労務管理 収益管理

時系列データ群
環境、作物生理生態、
収量、出荷量、画像

データ解釈

メカニズム
保存則

移動速度論
反応速度論
遺伝子発現

合理的
理解 と 戦略 経験 と 勘

農家A

理解 と 戦略
篤農家A

IoP農家群

作物‐環境系の
摂理と理論

議論と改善

見える化
使える化
共有化

見える化
使える化
共有化

自動分析
自動学習

コミュニケーション

IoP クラウド

AI エンジン群
営農

研究開発
形式知化

センシング

啓蒙普及
人材育成

高位平準化
自律的進化

「何の情報を、どう見せて、どう使って、どう営農改善につなげるか？」

創意
工夫

進化
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生理生態・
営農支援
AIエンジン

自動因子
分析ツール

コミュニケー
ションツール

IoP
到達目標



Society5.0型農業 with IoP：営農技術の高位平準化と自律的進化
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産地の営農技術の高位平準化

Society5.0型
農業の共創

農家×産官学 の共創による自律的進化
自律的進化

Society5.0型
農業の共創
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